
この取扱説明書は、必ず最終ユーザ様までお届けください。 保存用
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Ｂタイプ専用自動温度調節器

ＴＲシリーズ 取扱説明書

《ＴＲ３０Ａ～ＴＲ１５０Ａ》

●ご使用前に必ずお読みください。

◆ このたびは、Ｂ型シリーズ熱風発生機専用・自動温度調節器ＴＲシリーズをお買い上げいただきま

して、ありがとうございます。

◆ 本書では、ＴＲシリーズを正しく安全にお取り扱いただくための必要事項について説明しておりま

すので、大切に保管してください。

◆ ＴＲシリーズの性能を充分に発揮させ、事故を未然に防ぎ、長期間にわたって良好な運転を継続す

るためには、稼働後の保守点検のみならず、入手後から実際の運転にいたるまでの各段階で最適な

お取り扱いが必要です。

ＴＲシリーズの運搬、据付、配線、運転・操作、保守・点検の作業をおこなう前に必ず本書、熱風

発生機取扱説明書、および熱風発生機取扱説明書安全編を習熟し、正しく安全にお取り扱いくださ

いますようお願いいたします。

◆ 安全のために、ＴＲシリーズの改造はおこなわないでください。改造をおこなったことにより生じ

た事故については、当社の責任範囲外となります。

◆ 本体側面の銘板シールで、型式、品番、電圧がご注文の製品に相違ないかをご確認ください。

◆ ご使用前に銘板シール記載の型式、品番、シリアル№を同封の保証書に必ず転記してください。

メンテナンス時、必要です。

◆ 本製品には、可能な限り安全回路が組み込んでおりますが、これらの動作確認のためにも定期的に

点検依頼を申しつけてください。

◆ 本書の改訂、およびＴＲシリーズの改良を予告なしにおこなうことがあります。

ﾀｹﾂﾅ

株式会社 竹綱製作所

本取扱説明書・保証書は再発行できません
ので、大切に保管してください。



●本書ではＴＲシリーズを安全にお取り扱いいただくために、次のような表示をしています。

危険 ：お取り扱いを誤った場合に危険な状況が起こりえて死亡または重傷を受ける可能性が想定

される場合。

注意 ：お取り扱いを誤った場合に危険な状況が起こりえて中程度の傷害や軽傷を受ける可能性が

想定される場合、および物的損害のみの発生が想定される場合。

なお 注意 に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性がありますので、必ず

守ってください。

危険
一般 ●運搬、据付、配管、配線、運転・操作、保守・点検、修理、分解の作業は、ＴＲシリーズのお取り

扱いについて熟知した専門家が、実施してください。

けがや感電、火災などのおそれがあります。

●爆発性雰囲気中ではＴＲシリーズを使用しないでください。

けがや火災のおそれがあります。

●運搬、据付、配管、配線、運転・操作、保守・点検、修理、分解の作業は、必ず電源を切っておこ

なってください。けがや感電、火災などのおそれがあります。

●不安定な場所にＴＲシリーズを据え付けないでください。

けがのおそれがあります。

●ＴＲシリーズは金属等の不燃物に取り付けてください。

火災のおそれがあります。

配線 ●ＴＲシリーズと熱風発生機の配線は、必ず基本接続図に従って施工してください。

火災のおそれがあります

●アース工事(３００Ｖ以下:Ｄ種接地､６００Ｖ以下:Ｃ種接地)をしてください。感電のおそれがあります。

●配線を無理に曲げたり、引っ張ったり、挟み込まないでください。

感電や火災のおそれがあります。

●配管、配線の作業のために取り外した、ＴＲシリーズと熱風発生機のカバーパネル類は、必ず元の

位置に取り付けてください。

感電のおそれがあります。

運転 ●停電したときは、必ず運転スイッチを『切』にしてください。けがのおそれがあります。

操作

●異常が発生したときは、直ちに運転を停止してください。火災のおそれがあります。

保守 ●保守・点検の作業は、電源を切ってからおこなってください。感電のおそれがあります。

点検



注意
一般 ●現品がご注文通りの物かどうか確認してください。間違ったまま使用しないでください。

けがや損傷のおそれがあります。

●ＴＲシリーズを本書に記載している仕様以外では、使用しないでください。

けがや感電、損傷などのおそれがあります。

●損傷したＴＲシリーズを使用しないでください。

けがや感電、火災などのおそれがあります。

●ＴＲシリーズの開口部や隙間に、異物や指を入れないでください。

けがや感電、損傷などのおそれがあります。

運搬 ●運搬の作業は落下、転倒させないように充分注意してください。

けがや損傷のおそれがあります。

据付 ●ＴＲシリーズの周囲には、可燃物を置かないでください。

火災のおそれがあります。

●銘板は、常に読めるようにしてください。また、取り外さないでください。

配線 ●ＴＲシリーズの定格電圧と熱風発生機の定格電圧が入力する電源の公称電圧と一致していることを

確認してください。

損傷や火災のおそれがあります。

●配線の作業は、有資格者が電気設備技術基準や内線規定にしたがって施工してください。

感電や火災などのおそれがあります。

●無電圧の接点信号を入力する端子に電圧がかからないように注意してください。

損傷のおそれがあります。

運転 ●外部からの信号による運転をされる前には、安全が確保されていることを確認し周囲の人が危険に

操作 さらされないように安全対策をしてください。

けがや火傷、損傷のおそれがあります。

保守 ●ＴＲシリーズの絶縁抵抗測定の際は、端子に触れないでください。

点検 感電のおそれがあります。

●ＴＲシリーズの耐電圧試験は、おこなわないでください。

損傷のおそれがあります。

●保守・点検のために取り外した部品は、必ず元の位置に取り付けてください。

けがや損傷のおそれがあります。

廃棄 ●ＴＲシリーズを廃棄する場合は、一般産業廃棄物として処理してください。

事故のおそれがあります。

他 ●ＴＲシリーズと熱風発生機を組み込まれる設備によっては、労働安全衛生法や各自治体の火災予防

条例の規定にしたがう必要があります。



１．据え付け
１－１ 直射日光の当たらない、風雨にさらされない場所に取り付けてください(屋内専用)。

１－２ ＴＲシリーズをＢＯＸ内に収納する場合、ＢＯＸ内の温度が４０℃以上にならないように強制冷却

用の吸排気装置等を設けてください。

１－３ 必ず操作部を垂直方向にしてしっかりと取り付けてください(カタログ外形図参照)。

１－４ 周囲温度０～＋４０℃、周囲湿度４５～８５％R.H.(非結露の事)以外の場所には、設置しないでください。

１－５ 振動のあるところには、設置しないでください。

１－６ 粉塵、鉄粉などの導電性浮遊物、腐食性ガス、可燃ガス、水、オイルミスト等のある場所には設置

できません。

注意 導電性の浮遊物等が混入すると、ＴＲシリーズ内の電気機器がショートします。

２．電源
２－１ 電源接続、アース工事(３００Ｖ以下:Ｄ種接地､６００Ｖ以下:Ｃ種接地)は、電気工事士に依頼してください。

２－２ 漏電しゃ断器を取り付けられる場合は、下記の表に従って感度電流の容量を決定してください。

２－３ 感電事故防止のため、アース工事(３００Ｖ以下:Ｄ種接地､６００Ｖ以下:Ｃ種接地)をしてください。

２－４ 長すぎる配線は、電圧降下を起こしますのでご注意ください。

型 式 ＥＬＢ（漏電しゃ断器）感度電流

ＴＲ３０Ａ ５０ｍＡ程度

ＴＲ５０Ａ ５０ｍＡ程度

ＴＲ８０Ａ １００ｍＡ程度

ＴＲ１００Ａ １００ｍＡ程度

ＴＲ１５０Ａ ２００ｍＡ程度

※漏電しゃ断器の感度電流は使用する熱風発生機の初期漏洩電流の約１０倍程度が一般的です。

注意 必ず電源をしゃ断しておこなってください。電源を入れた状態で作業をおこなうと感電します。

３．配線
３－１ 配線工事は電気工事士に依頼してください。

３－２ お買い上げいただきましたＴＲシリーズ制御容量と熱風発生機との容量を再度ご確認ください。

３－３ ＴＲシリーズは機種によって端子構造、端子配列等が異なりますのでお買い上げの機種をご確認の

上、熱風発生機取扱説明書に従って確実に配線をおこなってください。

３－４ 熱風発生機の安全回路用電源用端子は、ＴＲシリーズの端子台Ｂ９・Ｂ10に接続してください。

ＴＳＫ-２１Ｂ ～ ８１Ｂの安全回路用電源用端子番号 11・12
(端子電圧 AC200～220V)

ＴＳＫ-９０Ｂ・１００Ｂの安全回路用電源用端子番号 ９・10

危険 安全回路用電源を接続しないとヒータの断線や場合によっては火災の原因になります。

注意 ・熱電対の配線は、必ず補償導線を使用してください。

・安全回路を確保せずに、熱風運転をおこなうとヒータは断線します。

・必ず電源をしゃ断しておこなってください。 電源を入れた状態で作業をおこなうと感電します。



【異電圧仕様をご購入のお客様へ】

異電圧仕様(380Ｖ～４４０Ｖ)のＴＲシリーズをご使用の場合は下記に従って配線してください。

１．ＴＲシリーズの端子台Ｒ・Ｓ・Ｔには、異電圧電源(380Ｖ～４４０Ｖ)を供給してください。

２．ＴＲシリーズの端子台Ｂ９・Ｂ10には必ず２００Ｖを供給してください。２００Ｖが供給できない場合は

異電圧電源をトランスにて２００Ｖに変換後、供給してください。

トランス容量：ＴＲ３０Ａ～１５０Ａ－－－－－－→ ５０ＶＡ 程度

３．熱風発生機の安全回路用電源用端子はＴＲシリーズの端子台Ｂ９・Ｂ10に接続してください。

ＴＳＫ-２１Ｂ ～ ８１Ｂの安全回路用電源用端子番号 11・12
(端子電圧 AC200～220V)

ＴＳＫ-９０Ｂ・１００Ｂの安全回路用電源用端子番号 ９・10

４．サービス端子
４－１ 外部運転信号入力端子(Ａ１・Ａ２：全機種装備)

外部信号にて運転操作する場合に使用します。この場合、本機の設定は熱風運転状態にしておいて

ください。出荷時は、短絡しています。

(端子間Ａ１-Ａ２閉により運転 端子電圧 ＤＣ１２Ｖ ６mＡ以下)

４－２ 外部ヒータ入/切信号入力端子(Ａ３・Ａ４：全機種装備)

外部信号で送風と熱風を切り替える場合に使用します。出荷時は、短絡しています。

(端子間Ａ３-Ａ４閉により熱風運転 端子電圧 ＤＣ１２Ｖ ６mＡ以下)

４－３ 外部温調入力端子(Ａ５・Ａ６：全機種装備、使用時はJP3を取り外す)

外部の温度調節計の出力で制御する場合に使用します。

(端子Ａ５：＋､Ａ６：－を入力 電圧 ＤＣ１２～２４Ｖ ＳＳＲ駆動出力･逆動作タイプに対応)

４－４ 送風機異常信号出力(Ａ７・Ａ10：全機種装備)

熱風発生機の送風機異常の信号を出力します。異常時に閉になる接点の端子です。

４－５ オーバーヒート信号出力(Ａ９・Ａ10：全機種装備)

オーバーヒートの信号を出力します。熱風発生機が異常時に閉になる接点の端子です。

４－６ 温度異常(全機種装備)

温度警報(上下限偏差警報:ＴＲ８０Ａ～１５０Ａ標準 ＴＲ３０Ａ・５０Ａオプション)
信号出力(Ａ８・Ａ10)

熱風発生機の温度異常(吐出口上限・吸入温度異常)、温度警報出力時、閉になる接点の端子です。

(信号出力の接点容量 Ａ７-Ａ10､Ａ８-Ａ10､Ａ９-Ａ10それぞれ ＡＣ２５０Ｖ ３Ａ ＤＣ３０Ｖ ３Ａ)

危険 必ず電源をしゃ断しておこなってください。電源を入れた状態で作業をおこなうと感電します。

注意 外部運転信号入力端子(Ａ１・Ａ２)および、ヒータ入/切信号入力端子(Ａ３・Ａ４)には、絶対に電圧を

かけないでください。電圧をかけると故障します。

また、外部運転信号入力端子(Ａ１・Ａ２)は頻繁なＯＮ-ＯＦＦ(秒単位でのＯＮ-ＯＦＦ)は絶対におこなわ

ないでください。内蔵のリレーが損傷する恐れがあります。



５．運転
５－１ 元電源(工場電源)とＮＦＢをＯＮにしてください。

→ 電源ランプ(緑)が点灯し、温度調節計が数秒後に現在温度と設定温度を表示します。

５－２ 運転スイッチを短時間『送風』の位置にして、熱風発生機の送風機の回転方向を確認してください。

→ 逆回転(逆相)の場合は、電源の接続線のうちいずれか２線を入れ替えてください。

５－３ 温度設定をおこなってください。

接続する熱風発生機によって設定できる温度範囲が決まっていますのでこの範囲内で設定をおこな

ってください。

ＴＳＫ-１０Ｂは０～４００℃、ＴＳＫ-１５Ｂは０～３００℃、ＴＳＫ-２１Ｂ～１００Ｂは０～３５０℃

注意 ・上記範囲以上の設定は絶対におこなわないでください。故障します。

・ＮＦＢのＯＮ/ＯＦＦによる運転/停止をしないでください。

《ＴＲ３０Ａ・ＴＲ５０Ａ》

例：【２７３℃に設定する場合】

各部の名称

測定値表示 出力ランプ

設定値表示

アップキー

ダウンキー 設定キー ※使用しません

設定キーを押す アップキーにて 再度設定キーを押し
温度表示がＳを表示 ２７３を設定 登録する

《ＴＲ８０Ａ～ＴＲ１５０Ａ》



５－４ 運転スイッチを『熱風』の位置にしてください。

→ 送風ランプとヒータランプが点灯し、熱風運転を開始します。

『送風』の位置ではヒータには通電されず、送風運転のみです。

５－５ 運転開始後、熱風発生機の風量調節をおこなってください。

熱風発生機の送風機に取り付けてあるダンパを利用して調節をおこないます。

《温度と風量の関係について》

風量と温度のバランスが悪い場合、次のような状況が発生します。

設定した温度まで上がらない →設定温度に対して風量が多い →風量を少なくする

設定した温度がばらつく →設定温度に対して風量が少ない →風量を多くする

各機種の風量と温度の性能曲線については、カタログNo.４-1の性能曲線を参照してください。

注意 ・サービス端子の運転入力信号にて外部運転をおこなう場合は、必ず運転スイッチを『送風』ま

たは『熱風』の位置にしてください。

・ヒータ入/切信号入力端子にて外部でヒータの入/切をおこなう場合は、必ず運転スイッチを、

『熱風』の位置にしてください。

６．運転終了
６－１ 運転スイッチを『停止』にしてください。熱風発生機の冷却運転は必要ありません。

サービス端子の運転入力信号にて外部運転をおこなっている場合は信号をＯＦＦにしてください。

６－２ 長時間運転しない場合は、元電源(工場電源)とＮＦＢをＯＦＦにしてください。

注意 ・乾燥目的で熱風循環されている場合の運転停止時は熱風発生機や配管内に結露が発生しなくなるよ

うに新鮮空気で充分に通風してください。

７．異常検出
●熱風発生機を運転中、送風機やヒータに異常が発生した場合に異常内容を表示します。

７－１ 送風機異常ランプ点灯

送風機異常ランプが点灯すると、運転は自動停止します。

送風機のモータの温度が冷めると自動復帰します。

→ 原因を取り除かないと以後、これを繰り返し。

《主な原因》

・圧力損失の高い配管、極端に開口部のせまいノズル等を使用している場合。

・ベアリングの摩耗

・供給電圧の異常（定格電圧外の電圧）

７－２ 温度異常ランプ点灯

熱風発生機の吐出温度が高温、または吸入温度が、送風機の許容温度を越えた場合に点灯しヒータ

回路はＯＦＦになります。許容温度より下がると再びヒータはＯＮになります。

→ 原因を取り除かないと以後、これの繰り返し。

《主な原因》

・吐出温度が熱風発生機の上限を越えた場合

・吸入温度が送風機の許容温度を越えた場合



７－３ オーバーヒートランプ点灯

熱風発生機のヒータケース内が異常温度になった場合、点灯しＮＦＢがトリップして全ての運転が停止

します。危険な状態ですので必ず原因を取り除き、充分冷却した後、元電源(工場電源)とＮＦＢを

ＯＦＦにして再びＯＮにしてください。

《主な原因》

・吸入側金網のつまり

・異物の混入による送風機モータのロック

・吐出側配管のつぶれ

・乾燥炉等の充分な排気口が確保できていない。

７－４ 温度センサ異常

温度調節計の指示温度表示部に ￣ ￣ ￣ ￣ ・ ￣ ￣ ￣ が表示される場合は温度センサの断線

です。また、 ＿ ＿ ＿ ＿ ・ ＿ ＿ ＿ が表示される場合は温度センサの＋－逆接続です。

８．保守点検
８－１ 安全回路の動作確認のために、定期的に点検依頼を申しつけてください。

８－２ ＴＲシリーズのＳＳＣの冷却フィンと排気ファン(ＴＲ３０Ａをのぞく)を定期的に清掃してください。ＳＳＣ

の冷却フィンと排気ファン(ＴＲ３０Ａをのぞく)にほこり等がたまるとＳＳＣの冷却効率が落ち故障の原因

となります。

８－３ 配線の損傷の有無、および端子の締め付けのチェックを定期的におこなってください。

ＴＲシリーズに関するお問い合わせは………

ﾀｹﾂﾅ

株式会社竹綱製作所

本 社 （０６）６７８５-６００１
東京支社 （０３）５７１０-２００１
ＵＲＬ http:/www.taketsuna.co.jp/


